
金
滞
古
蹟
志
巻
骨
三

心

寺

過
去
般
に
園
建
寺
隆
世
如
v
左
記
載
す
。

閉

山

東

院

和

倫

年

暦

不

鮮

二
世
碧
水
和
倫
貞
享
二
年
十
二
月
十
四
日

三
世
俊
峰
和
倫

四
世
碩
蹴
融
和
倫

妙

寛
延
三
年
六
月
廿
日

右
の
過
去
帳
‘
即
今
瑞
光
寺
に
存
在
す
。

。
圏
運
寺
観
音
堂

縁
起
に
云
ふ
。
園
蓮
寺
観
音
堂
に
安
置
せ
る
疋
観
世
音
の
隼
像
は
、

慈
発
大
師
の
作
働
た
り
。
往
古
尾
張
園
愛
智
郡
熱
田
郷
保
多
と
一
宮
ふ

所
の
海
中
よ
り
出
現
し
給
へ
る
鋸
像
に
て
、
足
利
尾
張
守
高
経
の
末

葉
斯
波
武
術
家
代
々
持
停
へ
け
る
本
隼
た
り
。
武
街
家
の
末
孫
津
田

氏
の
元
祖
源
正
勝
は
、
殊
に
此
傘
像
を
ぽ
隼
崇
せ
ら
れ
、
此
鍵
像
を

守
護
し
来
り
、
慶
長
の
頃
し
ば
し
在
京
あ
り
し
折
、
彼
骨
骨
像
の
鍵
夢

の
告
に
依
っ
て
、
慶
長
十
四
年
に
北
園
へ
下
向
し
、
迭
に
加
賀
園
金

樺
に
居
留
り
仕
官
せ
ら
れ
、
困
惑
寺
を
取
立
ら
れ
、
京
盤
像
を
安
置

せ
ら
れ
た
り
。
然
る
に
一
後
闘
運
寺
中
絶
せ
し
に
よ
り
、
盤
像
を
ぽ
瑞

光
寺
へ
移
し
‘
瑞
光
寺
の
堂
内
に
安
置
し
て
.
寛
文
九
年
四
月
始

τ

今
以
て
も
と
如
来
寺
町
と
呼
べ
り
。

。
如
来
寺
醤
地

此
の
地
は
小
立
野
滞
土
宗
如
来
寺
の
奮
地
也
。
如
来
寺
は
関
阻
兜
蓮

枇
笈
括
和
倫
、
天
正
年
中
に
越
中
国
増
山
に
創
立
し
て
如
来
寺
と
鋭

し
1

共
の
後
慶
長
の
末
同
国
高
岡
へ
移
縛
し
、
又
金
津
へ
再
時
。
五

代
春
総
和
倫
の
時
元
和
二
年
に
‘
総
=
天
徳
夫
人
一
徳
川
家
康
公
の
位

牌
を
被
ν
篤
v
立
。
と
如
来
寺
の
寺
記
に
載
せ
た
り
。
さ
れ
ば
慶
長
の

宋
頃
、
越
中
高
岡
よ
り
金
津
へ
移
締
の
時
、
此
の
卯
辰
如
来
寺
町
の

地
に
治
立
せ
し
も
の
也
。
扱
此
の
地
よ
り
小
立
野
へ
移
縛
の
年
層
、

鰭
奮
記
載
す
る
鹿
一
概
せ
宇
。
=
一
州
志
概
覧
に
一
宮
ふ
。
如
来
寺
は
初

め
卯
辰
山
に
あ
り
。
天
徳
君
よ
り
東
照
宮
の
位
牌
を
建
て
置
か
る
主

に
よ
り
、
元
和
四
年
再
興
・
な
り
、
松
雲
公
の
時
清
泰
君
の
位
牌
を
立

て
置
か
る
L

に
よ
り
・
寛
文
一
冗
年
小
立
野
今
の
地
に
締
ぜ
ら
る
。
年

穏
に
は
、
寛
文
二
年
三
月
よ
り
如
来
寺
普
鯖
始
り
九
月
成
就
と
見
h
・

一
曹
に
は
‘
高
治
二
年
如
来
寺
新
屋
数
五
千
百
歩
賜
る
と
あ
り
。
今

枝
直
方
筆
記
に
は
‘
此
寺
卯
反
山
よ
り
小
立
野
に
移
さ
せ
ら
る
L

は
、
清
泰
君
卒
去
後
三
年
目
と
あ
り
。
然
れ
ぽ
高
治
元
年
也
。
と
い
へ

り
。
平
次
按
占
1

る
に
.
管
家
見
聞
集
花
、
高
治
三
年
正
月
よ
り
‘
清

金
滞
古
蹟
志
巻
骨
三

八

一

開
鼻
を
た
し
た
り
。

A
A
よ
り
世
々
瑞
光
寺
に
安
置
せ
し
故
、
世
人
瑞

光
寺
の
観
音
と
呼
ぺ
り
。

拙
寺
粂
帯
所
卯
辰
園
蓮
寺
に
安
置
仕
候
慈
党
大
師
之
作

E
観
世
音

者
、
往
古
よ
り
開
帳
仕
来
候
。
則
享
保
十
三
年
相
願
開
帳
仕
候
。
共

後
賓
暦
十
年
開
帳
仕
、
共
以
後
致
中
絶
、
開
帳
不
仕
候
。
下
時

文

政

十

三

年

寅

四

月

瑞

光

寺

印

長
屋
谷
僻
燈
寺

金
津
三
十
三
所
観
音
順
櫨
歌
と
い
ふ
も
の
に
左
の
如
く
載
せ
た
り
。

西
三
番
瑞
光
寺
。
ま
と
と
よ
り
見
る
は
偽
の
瑞
光
寺
す
め
る
と
L

ろ

の
水
の
月
か
げ

右
は
享
保
の
頃
の
作
た
る
ぺ
し
。

O
元
如
来
寺
内
町
)

昔
は
如
来
寺
町
と
呼
べ
り
。
元
総
九
年
の
地
子
.
町
肝
煎
裁
許
附
に
、

木
綿
町
・
如
来
寺
町
。
と
記
載
し
・
同
三
年
火
災
記
に
も
如
来
寺
町
と

あ
り
。
高
治
年
中
ま
で
、
此
の
地
に
如
来
寺
あ
り
し
故
に
如
来
寺
町

と
呼
べ
り
。
三
一
州
志
来
図
概
覧
附
鍬
に
も
、
小
立
野
の
如
来
寺
は
初

め
卯
炭
山
に
あ
り
。
今
云
ふ
奮
如
来
寺
町
の
地
是
也
。
と
い
へ
り
。

此
の
地
法
今
は
卯
民
高
町
に
属
せ
し
め
た
り
と
い
へ
ど
も
、
世
人
は

泰
院
殿
御
位
牌
所
持
W
土
宗
如
来
寺
を
‘
卯
炭
山
よ
り
小
立
野
へ
引
移

御
建
立
。
と
見
b
、
改
作
所
奮
記
貧
永
四
年
四
月
の
書
商
共
に
も
如

左
戟
た
り
。

如
来
寺
屋
敷
、
高
治
三
年
に
百
姓
地
打
波
、
地
代
之
儀
村
高
之
内
引

高
に
罷
成
候
由
。
カ
引
高
之
分
御
書
記
被
治
候
へ
共
、
如
来
寺
之
分

何
村
之
内
に
而
引
高
何
程
に
候
哉
、
相
知
候
は
ど
早
速
承
度
候
。
以

上。

四
月
十
日

御

普

蹄

合

所

御

算

用

場

如
来
寺
屋
敷
引
高
之
地
何
村
之
内
に
而
引
高
何
程
に
候
哉
、
書
上

可
v
申
皆
奉
v
長
候
。
如
来
寺
御
屋
敷
内
、
石
川
郡
山
崎
領
御
高
之
内

に
而
拾
五
石
五
升
.
此
外
岡
郡
上
野
町
御
高
之
内
に
て
三
拾
一
石
四

斗
四
合
、
高
治
三
年
よ
り
引
高
に
成
申
候
。
下
略
。

貧
永
四
年
四
月
十
日

十
村
六
人
連
名

御

算

場

前
件
の
書
面
に
て
見
れ
ば
、
菅
家
見
聞
築
に
、
高
治
三
年
春
正
月
よ

り
.
卯
辰
山
よ
り
小
立
野
へ
引
移
治
替
と
載
せ
あ
る
も
の
、
賀
正
な

る
事
知
ら
れ
た
り
。
如
来
寺
の
由
来
書
に
‘
最
前
卯
辰
に
在
ν
之
慮
、

用

丸




